








































































は1,420haに な り、1971年（ 昭46） に
は2,839haに拡大した。1961年の収穫量




































































































1960/61年期 25,758 1,275,672 49.5 1.1 －
1961/62年期 27,632 1,457,191 52.7 － －
1962/63年期 22,551 899,895 39.9 1.7 130
1963/64年期 41,959 1,641,572 39.1 1.5 136
1964/65年期 56,334 2,179,166 38.3 1.7 160
1965/66年期 59,911 2,533,749 42.2 2.1 141
1966/67年期 72,838 3,540,097 48.0 2.4 153
1967/68年期 61,190 3,138,133 51.1 2.3 156
1968/69年期 57,056 3,872,032 50.5 2.7 143
1969/70年期 79,830 3,840,556 44.7 3.1 170
1970/71年期 69,496 3,062,046 44.1 2.5 177
































































































































世帯 人口 世帯 人口
1955 96 489 2,813 13,775
1970 95 424 2,526 10,508
1985 80 296 2,849 9,770




















戸と減少は止まったが、内訳をみると100 ～ 200ａ農家が20戸（29.4％）、50 ～ 100ａ
農家が17戸（25.0％）と両層でやっと過半になっている。50ａ未満農家は19戸（27.8％）
と増え、200ａ以上の農家は12戸（17.6％）になっている。
　今帰仁村全体は、1964年に10 ～ 50ａ層が42％と一番多く、50 ～ 100ａ層が29％と、
両層が中心的経営規模（10 ～ 100ａ）となり、呉我山区より経営規模が一段と小さい。







専業 兼業 計 専業 兼業 計
1964年
昭和39年
５３ ４２ ９５ 887 1143 2030　
（55.7） （44.2） （100） （43.6） (56.3) (100) 
1975年
昭和50年
２７ ３７ ６４ 419 1021 1440
（42.1） （57.8） （100） (29.1) (70.9) (100) 
1980年
昭和55年
３０ ３８ ６８ 410 954 1364

















1964 1975 1980 1964 1975 1980
10ａ未満
1 3 1 175 70 39
（1.0） （4.6） （1.4） （8.6） (4.8) (2.8) 
10 ～ 50ａ
13 13 18 864 551 503
（13.6） （20.3） （26.4） (42.5) (38.3) (36.9) 
50 ～ 100ａ
34 14 17 592 423 464
（35.7） （21.8） （25.0） （29.1） （29.4） （34.0）
100 ～ 200ａ
34 25 20 341 333 293
（35.7） （39.0） （29.4） （16.8） （23.1） （21.5）
200ａ以上
13 9 12 58 61 65
（13.6） （14.0） （17.6） （2.8） （4.2） （4.7）
計
95 64 68 2,030 1,438 1364



















































1960 ／ 61年期に25,758ケースを製造した。沖縄本島全体の11.2％を占める。1969 ／
159
一純農村にみる戦後の復興発展過程（下）
70年期には79,830ケースを製造して8.6％を占め、特産地を形成維持した。従業員は半
月給27ドルで、月給換算すると54ドルになり、近くの教員からもうらやましがられた。
操業期には残業手当を含めると月に400ドルの報酬の方もいたという。パイン農家は、
1960 ／ 61年期に、１戸当たり平均原料搬入高は約10トンで、青果価格ｋｇ当たり7.0セ
ントでは700ドルの年間販売額になり、所得率60％として420ドルの年間所得になる。サ
ラリーマン並みの所得であった。同区は、必要性にせまられて、創意工夫して自らの繁栄
を築いたが、日本政府の自由化・グローバル化政策に左右されて、パイン生産の存立基盤
が損なわれ、コミュニテイの創造性はしぼんでいった。
　呉我山区の世帯・人口は、復帰前は95世帯、424人がほぼ維持されていたが、復帰後は
パイン工場が統合されて、世帯数は80戸に減り、人口は232人に半減した。農業センサス
でみると、復帰前の農家数95戸が復帰後は68戸に減り、専業農家が過半だったのが、復
帰後は兼業農家が過半になった。小学卒業生をみても、復帰前は毎年10人前後だったの
に復帰後は４人に半減している。
　顧みると、地域社会の発展・繁栄は、必要性にこたえて、協同の精神を発揮し、地域の
環境や人材・技能が生かされることが大事に思える。
　なお本稿も前稿同様に、まとめるにあたって、来間泰男沖縄国際大学名誉教授から、投
稿規定の文字数に収めるための表の項目整理や、句読点を含めた文章の指導を頂きました。
感謝申し上げます。
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